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東京大学 海外留学・国際交流プログラム報告書  

（プログラム名：2012 年ストックホルム国際青年科学セミナー） 

                                     平成 24 年 12 月 24 日 

 

１．参加プログラムの概要 

 略称 SIYSS（シース）。世界 19 ヶ国から 18～24 歳の 25 名の研究者を志す学生がストックホルムに集まり、各々の

セミナー発表や研究所見学などのほか、ノーベル賞授賞式をはじめとするノーベル賞関連行事への参加を通して学

生同士および受賞者らと交流する。 

２．参加の動機 

 ①ノーベル賞受賞者らと直接交流し、大きな発見をするためには何が必要なのか学ぶため。 

 ②世界各国から来る優秀な若手科学者から刺激を受け、将来への大きな糧とするため。 

 ③年に 1 回の科学の祭典とも言える「ノーベルウィーク」を純粋に楽しむため。 

３．参加の準備 

①プログラム参加の手続き（手続きにあたってのアドバイスなど） 

 学内書類審査（小論文、研究概要含む）→財団書類審査（学内審査と同一書類）→財団最終審査（面接、英語有）。

おそらく書類審査の倍率のほうが高い。最終審査では主に研究についての面接が英語である。 

②ビザの手続き（ビザの種類、申請先、手続きに要した時間、ビザ申請にあたってのアドバイスなど） 

 日本国籍であれば、ビザは不要。 

 

③医療関係の準備（出発前の健康診断、予防接種等） 

 まったく不要。 

 

④保険関係の準備（加入した海外旅行傷害保険・留学保険等） 

 費用等は財団持ちで、海外旅行傷害保険に加入。 

 

⑤参加にあたって東京大学の所属学部・研究科で行った手続きなど（履修・単位・試験・論文提出等に関して） 

 講義を履修していなかったため、特になし。 

⑥語学関係の準備（出発前の英語レベル・語学学習等） 

 出発前は日常会話＋自分の専門分野の会話ができるくらい。ネイティブの人との会話は正直かなりきつかった。不

安であればリスニング等で耳を鍛えたり、単語を思い出したりするべきかもしれない。



 主にノーベル賞関係の講義・受賞者らとの対話と、各人のセミナー発表。前者は受賞者によるレクチャーのほか、カ

ロリンスカ研究所で講義を受ける機会もあり、あとは受賞者との懇談など。セミナー発表は各自 5 分ほどで現地の高

校生に向けて発表し、その後ポスター会場で質問を受ける形式。 

②学習・研究面でのアドバイス 

 ノーベル賞受賞者の顔と名前、研究の内容は事前に知っておくべき。セミナー発表は高校生向けなので、できるだ

け平易に説明する必要がある。全体を通して、非常に幅広い研究分野に関して討論する必要があるので、専門外の

部分はある程度事前知識があると楽ではあるが、分からない点は素直に尋ねる姿勢で問題ない。 

③語学面での苦労・アドバイス等 

 すべての会話は英語なので、日常会話で困る事もあった。セミナーの発表原稿は事前にある程度用意しておいた。

とにかく、英語が多少間違っていてもめげずに積極的に話に行く姿勢が一番大事だと悟った。 

５．生活について 

①住居（住居の種類（寮・ホームステイ・ルームシェア等）、家賃、宿舎の様子、見つけた方法など） 

 船上のユースホステル。費用等は基本的にすべて財団持ち。4～6 人部屋であまり広くない。共用シャワーがある

が、靴を履いていかなければならないのでシャワースリッパ等があると便利。降雪時は食事に行くにも防寒具必須。 

②生活環境（気候、滞在先周辺の様子、交通機関、食事、お金の管理方法（海外送金・クレジットカード）など） 



 帰国後、国際科学技術財団にて報告会および記者会見を行う。財団ホームページ用に各自の感想や写真を提出。

http://www.japanprize.jp/siyss.html
http://siyss.org/index.php
http://www.nobelprize.org/
http://www.chem-station.com/

